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自己紹介（市役所内）

• 所属 市川市役所 生涯学習部 中央図書館

児童青少年サービス担当

主幹

• 1989年 市川市役所入庁 行徳支所税務課

1995年 市川市中央図書館

2002年 行徳支所市民課

2013年 市川市中央図書館
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自己紹介（図書館でのお仕事）

• 児童青少年サービス 統括

• 広報担当

• 渉外（図書館と市役所他部署・図書館と民間）

• その他

5



自己紹介（日図協・千公図）

• 日本図書館協会 「研修事業委員会」委員

• 千葉県公共図書館協会 理事 （～2019年３月）

児童奉仕研究委員会 委員長

千葉県の図書館編集委員会 副委員長
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自己紹介（ほんの少しの実績１）

• 第１４回レファレンス協同データベースフォーラム

「中高生向けレファレンスサービスとレファ協」

事例報告「図書館からみた学校ネットワーク事業」

～中高生とレファレンス協同データベース～

2017年12月14日 国際子ども図書館
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自己紹介（ほんの少しの実績２）

• 平成３０年度公立図書館と学校の連携を図るための研修会

主催 千葉県教育委員会

パネルディスカッション「子どもの読書活動を支えるために、

公立図書館に求めること」 パネラー

2018年8月20日 千葉市民会館

• 図書館員のおすすめ本33 「公務員の出世の作法」

『図書館雑誌』2019－9
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自己紹介（ほんの少しの実績３）

• 認定絵本士養成講座 講師 （ゲストスピーカー）

昭和学院短期大学 人間生活学科 こども発達専攻

知識を深める（分野）絵本と出会う（科目（コマ）

「絵本と出会う（図書館での出会い）

2019年11月02日（土）

2020年11月28日（土）
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自己紹介（ほんの少しの実績４）
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１．市川市について

• 市川市の概要

• 市川市の最近の話題

• 市川市の図書館

12



１．市川市について（概要）

・人口 491,764人
・面積 56,39㎢
・都心より２０キロ圏
・千葉県の北西部
・特産 北部の「梨」

南部の「海苔」
・首都圏のベットタウン
・下総国の国府（国府台）
・中山法華経寺
・行徳の塩田
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１．市川市について（最近の話題）

• 市川市役所新本庁舎 カフェ事業者未決定 20201014

• 中核市に移行する表明 2020.10.01,10.02

• 定例記者会見、急遽中止 2019.10.11

• 市の公用車 テスラをめぐって 2019.07・2019.09

• 保育園開館中止、住民の反対 2016.04
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１．市川市について（最近の話題）

• 千葉日報 2019．12．２５
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１．市川市について（市川市図書館）

• 中央図書館を中心に５館１室

• 自動車図書館１台

• 職員数 正職41名（司書有資格者33名）

• 再任用11名 会計年度任用職員７名 合計59名

• 中央図書館 ４担当制

• 「企画運営」「資料・情報」「児童・青少年」「総務」
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１．市川市について（市川市図書館）

• 蔵書数 1,211,553

• 貸出数 2,323,887

• 児童書 193,009

• 児童書貸出数 653,867
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１．市川市について（市川市中央図書館）

・ 中央図書館の体制

・ 正規職員 ３１人

・ 再任用 ２人

・ 会計年度任用職員（常勤非常勤）７人

・ 合計 ３９人
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１．市川市について（市川市中央図書館）

• 蔵書数 801,252点 （93,599）

• 貸出冊数 1,057,288点 （301,475）

• １日当たり 4,051点

• 利用者数 253,320人

• １日当たり 971人

• 年間開館日 261日
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１．市川市について（おまけ）

広報いちかわ

市川Walker

デレビドラマ
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ドラマの撮影
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２．数字でみる図書館

• 図書館数

• 自治体数

• 職員数
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２．数字でみる図書館（図書館数）
• 図書館数 県立 58

市区立 2607

町村立 619

私立 19

合計 ３303

• 『図書館年鑑２０20』日本図書館協会 ２０20.08

• 『日本の図書館 統計と名簿 ２０１9』日本図書館協会 ２０20.03
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２．数字でみる図書館（自治体数）

• 自治体数 都道府県 ４７ 設置自治体数 ４７

市区 ８１5 ８０6

町村 ９２6 ５32

• 設置率 都道府県 １００％

市区 ９８．９％

町村 ５７．5％
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２．数字でみる図書館（職員数）

• 専任職員数 都道府県立 １476 （８66）

市区立 ７594 （3884）

町村立 ７36 （４14）

私立 52 （２9）

合計 9858 （５193）

司書率 ５２．７％

（ ）は司書・司書補数
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• 『図書館年鑑２０２０』

日本図書館協会 2020
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• 『日本の図書館 統計と名簿

２０１９』

日本図書館協会 2020
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２．数字でみる図書館（おまけ）
図書館職員の雇用形態

１９８０年代 正規

１９９０年 正規・非常勤

１９９０年後半 正規・委託・派遣

２０００年後半 正規・委託・派遣・指定管理
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３．図書館の法的基盤

• 日本国憲法

• 教育基本法

• 社会教育法

• 図書館法
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３．図書館の法的基盤１

• 日本国憲法 １９４６年

２６条 学習権

２５条 社会的生存権

２１条 知識権

• 教育基本法 １９４７年

７条 社会教育の保障（のちに１２条に）
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３．図書館の法的基盤２
• 社会教育法 １９４９年

３条 国・地方公共団体の任務

９条 図書館博物館は別法

• 図書館法 １９５０年

図書館奉仕の理念、図書館活動列挙

住民自治、地方自治の原理に立脚しての公立図書館構想

無料公開の原則確立
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・市川市の教育計画の位置づけ

• 第３期市川市教育振興基本計画（H31～35）

• 第四次市川市生涯学習推進計画（H27～31）

• 市川市立図書館運営基本計画（H27～ ）
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４．図書館の歴史

• 概略

• 国の動き

• 公共施設

• 委託

• 指定管理
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４．図書館の歴史

• 『中小都市における公共図書館の運営』 1963年

• 『市民の図書館』 1970年

• 「公立図書館の任務と目標」 1989年

• 「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」 2001年

• 『2005年の図書館像～地域電子図書館の実に向けて～（報告）』 2000
年

• 『これからの図書館像～地域を支える情報拠点をめざして～（報告）』 2006
年

• 「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」 2012年
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４．図書館の歴史２

• 「ユネスコ公共図書館宣言」 1949年 1972年改訂 1994年改訂

• 「図書館の自由に関する宣言」 1954年

• 「図書館員の倫理綱領」 1980年
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４．図書館の歴史（国の動き）

• 地方自治法改正 20０3年９月

「指定管理者制度」

• 文部科学省組織改革 2018年１０月

総合教育政策局

地域学習推進課（図書館関係）
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• 『中小都市における公共図書館の運営

• １９６３年 日本図書館協会
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中小都市における公共図書館の運営

• 『中小都市における公共図書館の運営』 通称 「中小レポート」

１９６３年刊行 日本図書館協会

「中小公共図書館運営基準委員会」 報告書

当時の公共図書館界に精神的衝撃をもたらす

中小図書館こそ公共図書館の全て

利用者とは地域住民（市町村民）

利用者は大図書館を望んではいない

大図書館は中小図書館の後ろ盾としての役割

52



• 『市民の図書館』

• 1970年 日本図書館協会
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市民の図書館

• 『市民の図書館』 １９７０年 日本図書館協会

日野市立図書館長 前川恒雄さんが主筆

日野市等の実績を踏まえ

１．貸出重視

２．児童に対する図書館サービス

３．全域への図書館サービスの展開

54



市民の図書館 それから

• 「中小レポート」・「市民の図書館」の功罪

• 従来の教育機能重視の図書館 ⇒ 貸出重視・情報提供重視

↓

• 貸出偏重の風潮

• ↓

• ？

55



• 『２００５年の図書館像』

• 文部省

• 地域電子図書館構想検討協力者

• 会議

• ２０００年
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• 『これからの図書館像』

• ～地域を支える情報拠点をめざして～

• これからの図書館の在り方協力会議

• ２００６年
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• 『図書館の設置および運営上の望ましい基準』

• 文部科学省生涯学習政策局社会教育課

• 2012年
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４．図書館の歴史 公共施設１

• 「公共施設等総合管理計画」

全国の自治体に策定を要請 2014．04

「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」

公共施設の老朽化対策

公共施設の状況把握

更新・統廃合・長寿命化などを計画的に

公共施設等の最適な配置
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４．図書館の歴史 公共施設２

• まず「白書」 公共施設の全体像把握

次に「計画策定」

「公共施設マネジメント」

床面積削減

建て替え

統廃合

複合化

民間へ移譲
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４．図書館の歴史 公共施設３

• 公共施設の老朽化問題

• 施設の高齢化

• 人口減少
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４．図書館の歴史 公共施設４

• 「ハコモノ三原則」（さいたま市）

新規整備は原則行わず

施設の更新（建替）は複合施設

施設総量（延床面積）を縮減
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４．図書館の歴史 公共施設５

• 「インフラ三原則」（さいたま市）

現状の投資額（一般財源）の維持

ライフサイクルコストの縮減（長寿命化）

効率的に新たなニーズに対応
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４．図書館の歴史 委託１

• 従来より、地方自治法では、「管理委託制度」

２４４条 公の施設の設置の目的の達成⇒「公共団体」・「公共的団体」へ

委託することができる

１９８１年 京都市社会教育振興財団 管理運営委託
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４．図書館の歴史 委託２

• １９８６年国会文部大臣答弁

文部大臣 海部俊樹

衆議院予算委員会 1986．03.06

「公立図書館の基幹的な業務については、これは民間の委託になじまない

もの」
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４．図書館の歴史 委託３

• １９９８年NPO法

「特定非営利活動促進に関する法律」

• １９９９年PFI法

「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」

２００４年三重県桑名市立図書館
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４．図書館の歴史 指定管理１

• ２００３年地方自治法改正

「指定管理者制度の創設」⇒「管理委託制度」に代わるもの

「公の施設 住民の福祉増進を目的に設ける施設」の目的を

効果的に達成するために必要があると認めた場合」

法人その他の団体を指定して管理を代行

２００４年４月NPO法人を管理者

山梨県山中湖情報創造館
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４．図書館の歴史 指定管理２

• 指定管理者の導入状況（図書館数）

都道府県立 6

特別区立 120

政令市立 64

市立 331

町村立 67

合計 588

• 「図書館における指定管理者制度の導入等について2019年調査」2020．03．16より
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４．図書館の歴史 指定管理３
• 指定管理者の導入状況（自治体数）

都道府県 6

特別区 16

政令市 10

市 173

町村 61

合計 266

• 「図書館における指定管理者制度の導入等について2019年調査」2020.03．16より
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４．図書館の歴史 指定管理４

• 日本図書館協会の見解

「日本図書館協会は、図書館への指定管理者制度の

導入はなじまないと考えます。」

「公立図書館のあるべき姿」とは

公立図書館の役割

公立図書館の管理運営の基本
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４．図書館の歴史 指定管理５

• 「指定管理者制度の問題点」

制度上の問題

手続き上の問題

設置者にとっての問題

利用者にとっての問題

• 「公立図書館の指定管理者制度についてー2016」 2016．09．30
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４．図書館の歴史 指定管理６

• 指定管理者導入をめぐって

愛知県小牧市 駅前移転再整備 指定管理

建設計画賛否を問う住民投票 建設計画白紙撤回

2015.12

その後、市は「市直営（窓口業務委託）」

2017.06
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４．図書館の歴史 指定管理７

• 指定管理者導入をめぐって-2

山口県周南市 徳山駅前賑わい交流施設オープン 2018.02.03

新設の是非を問う住民投票 市議会否決 2016.02

カルチュア・コンビニエンス・クラブ（ｃｃｃ）５例目

佐賀県武雄市図書館・神奈川県海老名市立中央図書館

宮城県多賀城市立図書館・岡山県高梁市図書館

山口県周南市徳山駅前図書館
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５．図書館と教育委員会
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５．図書館と教育委員会

• 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（地教行法）

２００８年４月改正（第２３条） ２０１９年６月改正（第２３条）

文化・スポーツ行政 地方公共団体の長 管理・執行

公立の図書館・博物館・公民館等の社会教育機関の設置・管理・執行
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• 『図書館政策セミナー「公立図書館
の所管問題を考える」講演録』

• JLAブックレット７

• 2020年 日本図書館協会
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６．図書館の最近の動向

• 紫波町

• 大和市

• 武蔵野プレイス

• 最近の雑誌から

• 最近の書籍から
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６．図書館の最近の動向

• 運営形態が多様化

指定管理者制度・PFI・首長部局による所管

• 施設整備への首長部局の関与

総合的なまちづくり

図書館の高い集客力を地域活性化に期待

市民参加型の整備
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６．図書館の最近の動向 紫波町１

• 紫波町図書館 岩手県紫波町

2012年8月開館

公民連携で地域再生ー「オガールプロジェクト」

図書館の運営方針

「子どもたちと本をつなぐ」

「地域に関する資料を網羅的に収集・保存する」

「紫波町の産業支援をする」
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６．図書館の最近の動向 紫波町２

• 手塚美希さん 主任司書

2010年～

「図書館は、ハコモノでなく『装置』

固定概念やこれまでの図書館のイメージを破るアイディア

『自分の居場所』だと思ってもらいたい」

農業支援図書館

「紫波マルシェ」との連携

ライブラリー・オブ・ザ・イヤー2016最優秀賞
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６．図書館の最近の動向 紫波町３

• 『町の未来をこの手でつくる』

• 猪谷千香

• 幻冬舎 2016
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６．図書館の最近の動向 大和市１

• 大和市文化創造拠点シリウス 神奈川県大和市

2016年１１月３日開館

「図書館城下町 大和市」

東名高速道 陸橋 「日本一の図書館の街 大和」横断幕

２０２０．０１．２１ １０００万人突破

シリウスー図書館機能中心・芸術文化ホール・生涯学習センター

屋内こども広場 「多機能融合型」
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６．図書館の最近の動向 大和市２

• 健康都市図書館 ４階 「健康創造都市 やまと」

• サードプレイス 第３の居場所

• 高齢社会にも対応したまちづくり

• ２つのコンセプト 「全図書館」「居場所」

• 共同事業体 指定管理者「やまとみらい」

• 図書館流通センター

• 最大の特徴は複合施設 各施設・機能に明確な境界がないこと
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６．図書館の最近の動向
武蔵野プレイス１

• 武蔵野プレイス 東京都武蔵野市

２０１１年開館

公益財団法人武蔵野生涯学習振興事業団

「ひと・まち・情報創造館」

夜１０時まで

１階にカフェ

図書館・市民活動支援・生涯学習支援・青少年活動支援
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６．図書館の最近の動向
武蔵野プレイス２

• 地下２階ティーンズスタジオ

• 若者たちの居場所

• ２０１６年 日本建築学会賞

• 「図書館に行く」ではなく「プレイスで過ごす」

• JR中央線 武蔵境駅前

• 複合施設でなく複合機能施設
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６．図書館の最近の動向

• 『ガバナンス』2016－８

• ぎょうせい
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６．図書館の最近の動向
ガバナンス２０１８－８

• 公共図書館の役割と可能性

• まちづくりを支える図書館

• 政策づくりに効く図書館

• 民間活力のポイントと課題

• TSUTAYA図書館が投げかけた波紋

• 他

• 伊万里市民図書館・武蔵野プレイス・伊那市立図書館
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６．図書館の最近の動向

• 『地域人』３３

• 地域構想研究所

• 大正大学出版会 2018
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６．図書館の最近の動向
地域人３３

• 住民とつくりあげる図書館

• 瀬戸内市民図書館・小布施町立図書館まちとしょテラソ

• 指宿図書館・山川図書館・島まるごと図書館・男木図書館

• 複合化する図書館

• みんなの森ぎふメディアコスモス・武蔵野プレイス

• 中心市街地拠点施設アンフォーレ
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６．図書館の最近の動向

• 『地域人』４２

• 地域構想研究所

• 大正大学出版会

• 2019
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６．図書館の最近の動向
地域人４２

• 融合する図書館

• あかし市民図書館・学びの杜ののいちカレード・ゆいの森あらかわ

• 発信する図書館

• 甲州市立勝沼図書館・奈良県立図書情報館・大阪市立中央図書館

• 共創する図書館

• 伊万里市民図書館・鯖江市文化の館
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６．図書館の最近の動向

• 『観光文化』２４３

• 日本交通公社 2019
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６．図書館の最近の動向
観光文化２４３

• 事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり

• 高山市図書館・八戸ブックセンター・恩納村文化情報センンター

• 奈良県立図書情報館・甲州市勝沼図書館・小布施町立図書館

• 千代田区立千代田図書館・東近江市立八日市市図書館

• 伊那市立高遠町図書館
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６．図書館の最近の動向

• 『現代思想』2018－１２

• 青土社
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６．図書館の最近の動向
図書館の未来（現代思想2018-12）

• 図書館は民主主義の学校である

• 新しい公共の場

• 図書館と「ものがたり」

• ´公共´図書館の行方

• 人と共にある図書館の未来は明るい

• 図書館を持つ複合の場から

• 多からなる一

• ライフスタイルに溶け込む図書館

• 二つの図書館を有すること （後略）
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６．図書館の最近の動向

• 『三田評論』2018－７

• 慶應義塾
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６．図書館の最近の動向
三田評論2018-7

• 変わりゆく図書館ー知の拠点は今

• 図書館を大切に扱うには

• 日本の公共図書館の現在と未来

• 地方公共図書館に勤めて思う
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６．図書館の最近の動向

• 日経グローカル320(2017.7.17）

• 特集 岐路に立つ公共図書館
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６．図書館の最近の動向
日経グローカル３２０

• 地域の情報拠点目指し発信

• 「財政需要額」は市区町村で２０００億円超不足

• 行政・民間・住民が知恵絞り魅力向上

• 鳥取県立・瀬戸内市民図書館・八千代市立図書館・武雄市図書館
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６．図書館の最近の動向

• 日経グローカル324(2017.9.18）

• フォーカス 充実する図書館サービス
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６．図書館の最近の動向
日経グローカル３２４

• 充実する図書館サービス

• 遅い閉館時刻、休館日少なく

• ３分の２は複合施設、書店と隣接も

• 武蔵野プレイス・大和市シリウス・桶川市中央図書館（駅西図書館）

• あかし市民図書館・海老名市立図書館・武雄市図書館・千葉市中央図書館

• 川口市立図書館
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６．図書館の最近の動向

• 『児童心理』７２－４

• 金子書房 ２０１８
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６．図書館の最近の動向

• 『児童心理』７２－４ 金子書房 ２０１８

• 特集 読書好きな子を育てたい

「居場所としての図書館」 菊池隆

「子どもたちが繰り返し通いたくなる人気の地域図書館」

前田洋一
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館へ行こう』

• 洋泉社 2016
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６．図書館の最近の動向
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６．図書館の最近の動向
図書館へ行こう

• 図書館の仕組みと役割Q＆A

• １．図書館の定義って何ですか？

• ２．図書館に関する法律「図書館法」があると聞きましたが？

• ３．図書館にも種類があるのですか？

• ４．図書館の本はどうやって選ばれているのですか？

• ５．本の分類方法の基本が知りたいです

• ６．古くなった本はどうなるのですか？

107



６．図書館の最近の動向
図書館へ行こう

• ７．最近よく聞く「指定管理」とはどんな制度ですか？

• ８．図書館が果たすべき役割とは何でしょう？

• ９．図書館が課題にしていることは何ですか？

• １０．図書館をもっとよくするために利用者ができることはありますか？
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館さんぽ』

• 図書館さんぽ研究会

• 駒草出版 ２０１８
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館さんぽ』 図書館さんぽ研究会 駒草出版 2018

「週末に行きたい1日楽しめる図書館さんぽ」

千代田区立日比谷図書文化館・国立国会図書館国際子ども図書館

武蔵野プレイス・都立中央図書館・鎌倉市中央図書館・紫波町図書館

「知りたいいろいろな図書館の世界」

「お出かけや旅行に全国の注目の図書館１０５館」
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館員のPR実践講座』

• 仁上幸治

• ２０１４年

• 樹村房
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館員のためのイベント実践講
座』

• 北村志麻

• ２０１７

• 樹村房
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館とゲーム』

• JLA図書館実践シリーズ３９

• 井上奈智・高倉暁大・日向良和

• ２０１８年

• 日本図書館協会

113



６．図書館の最近の動向

• 『図書館パートナーズのつくり方』

• 小田切宏和

• ２０１９年

• 郵研社

114



６．図書館の最近の動向

• 『ライブラリアンのためのスタイリング超
入門』

• 広瀬容子

• ２０１８

• 樹村房
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６．図書館の最近の動向

• 『ホテルに学ぶ図書館接遇』

• 加納尚樹

• ２０１８年

• 青弓社
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６．図書館の最近の動向

• 『司書のお仕事』

• 大橋崇行

• ２０１８年

• 勉誠社

• ２０２０年に２
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６．図書館の最近の動向

• 『すてきな司書の図書館めぐり』

• 高野一枝

• ２０１８年

• 郵研社
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６．図書館の最近の動向

• 『認定司書のたまてばこ』

• 砂生絵里奈

• ２０１７年

• 郵研社

119



６．図書館の最近の動向

• 『認定司書論文のたまてばこ』

• 砂生絵里奈

• ２０１９年

• 郵研社
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館・まち育て・デモクラシー』

• 嶋田学

• ２０１９

• 青弓社
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• 『認知症予防におすすめ図書館利
用術』

• １．フレッシュ脳の保ち方

• ２．読書・朗読は能のトレーニング

• ３．『調べる力』で脳を活性化

• 2017・2018・2019

• 日外アソシエーツ
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６．図書館の最近の動向

• 『ちょっとマニアックな図書館コレクショ
ン談義』

• 内野安彦

• ２０１５

• 大学教育出版
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６．図書館の最近の動向

• 『ちょっとマニアックな図書館コレクショ
ン談義ふたたび』

• 内野安彦・大林正智

• ２０１７年

• 樹村房
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館はまちのたからもの』

• 内野安彦

• ２０１６年

• 日外アソシエーツ
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館からのメッセージ＠Dr．ルイ
スの本のひととき』

• 内野安彦

• ２０１７年

• 郵研社
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６．図書館の最近の動向

• 『ROCK司書の図書館ライブ』

• 大林正智

• ２０２０年

• 郵研社
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６．図書館の最近の動向

• 『夜明けの図書館』（１～６）

• 埜納タオ

• ２０１１年～２０１９年（継
続）

• ジュールコミックス

• 双葉社

• ２０２１年２月17日に７巻刊行予定
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６．図書館の最近の動向

• 『図書館の主』（１～１５）

• 篠原ウミハル

• ２０１１年～２０１７年

• 芳文社コミックス

• 芳文社
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６．図書館の最近の動向

• 『サードプレイス』

• レイ・オルデンバーグ

• 忠平美幸訳

• ２０１３年

• みすす書房
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７．コロナと図書館

• 緊急事態宣言

• ２０２０年４月７日（東京・神奈川・千葉・埼玉・大阪・兵庫・福岡）

• ４月16日 全国に拡大

• ５月25日 全国すべて解除

• ２０２１年１月８日（東京・神奈川・千葉・埼玉）

• １月１４日（栃木・岐阜・愛知・京都・大阪・兵庫・福岡）

• ２月７日 解除？予定
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７．コロナと図書館

• saveMLAK

• COVIDー１９の影響による図書館の動向調査

• 最新 2021年１月１１日（第１４回目の調査）

• 開館状況

• 前回調査からの動き

• 各図書館の状況・取り組み（感染症対策・サービスの開始・電子図書館

• WEBコンテンツ・イベント・COVID‐19の影響による中止・情報発信）

• 次回調査予定 2021年２月５から７
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７．コロナと図書館（電子図書館）

• 電子図書館（電子書籍貸出サービス実施図書館）2020.10.01

• 電子出版制作・流通協議会 調査

• 実施自治体数 １１４（県を含む）

• 千代田区Web図書館 2007．１１～

• 山梨県立・東京都立・高知県立・徳島県立・岐阜県立
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７．コロナと図書館（電子図書館）

• 『電子出版学概論』

• 湯浅俊彦

• ２０２０年

• 出版メディアパル
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７．コロナと図書館（電子図書館）

• 『電子図書館・電子書籍貸出サービ
ス調査報告２０１９』

• 植村八潮・野口武悟編著

• ２０１９年

• 電子出版制作・流通協議会

• ２０２０年版

• ２０２０年
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７．コロナと図書館

• 『図書館の新型コロナ対策ガイド』

• 吉井潤

• ２０２０年

• 青弓社
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８．おわりに
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• 『市立図書館』

• JLAパンフレット１

• 日本図書館協会

• 1965年
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• 『市立図書館‐その機能とあり方』

• １．図書館はなぜなければならないか

• ２．市立図書館は市全域の市民に対して責任がある

• ３．図書館とは建物のことではない

• ４．市立図書館は市民の日常生活に直結しそこに積極的に進出して行く

• べきである

• ５．専門職員が必要である

• ６．図書館を作るとき
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• ７．図書館と学生の利用

• ８．市には市立図書館を設立すべきである

• ９．市立図書館と県立図書館は役割がちがう
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参考資料
• 『司書のお仕事』 大橋崇行 勉誠社 2018

• 『すてきな司書の図書館めぐり』 高野一枝 郵研社 2018

• 『認定司書論文のたまてばこ』 砂生絵里奈 郵研社 2019

• 『認定司書のたまてばこ』 砂生絵里奈 郵研社 2017

• 『図書館・まち育て・デモクラシー』 嶋田学 青弓社 2019

• 『認知症予防におすすめ図書館利用術』 結城俊也 日外アソシエーツ 2017

• 『夜明けの図書館』 埜納タオ ジュールコミックス 双葉社 2011

• 『図書館の主』 篠原ウミハル 芳文社コミックス 芳文社 2011

• 『ちょっとマニアックな図書館コレクション談義』 内野安彦 大学教育出版 2015

• 『ちょっとマニアックな図書館これくしょんふたたび』 内野安彦・大林正智 樹村房 2017
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参考資料
• 『図書館はまちのたからもの』 内野安彦 日外アソシエーツ 2016

• 『図書館からのメッセージ＠Drルイスの本のひととき』 内野安彦 郵研社 2017

• 『ROCK司書の図書館ライブ』 大林正智 郵研社 2020

• 『サードプレイス』 ﾚｲ・ｵﾙﾃﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ 忠平美幸訳 みすず書房 2013

• 『電子出版学概論』 湯浅俊彦 出版メディアパル 2020

• 『電子図書館・電子書籍貸出サービス調査報告2019』 植村八潮・野口武悟

• 電子出版制作・流通協議会 2019

• 『図書館の新型コロナ対策ガイド』 吉井潤 青弓社 2020

• 『市立図書館 その機能とあり方』 LJAパンフレット 日本図書館協会 1965
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ご清聴、ありがとうございます。

これからも、図書館職員生活を
楽しんでください。


